
                         

 

 

 

 

 

 

 

校内弁論大会（後期課程）をしました。 本校の伝統は確かに受け継がれています！ 

 本校は、伝統として６月の「いのちを見つめる強調月間」におけ 

ける道徳授業公開やふれあい給食に合わせて、同じ日に校内弁論大 

会を開きます。そして、この弁論に後期課程全員が挑戦します。 

 この弁論大会は、本校の伝統で、毎年素晴らしい弁論発表を見せ 

てもらっています。一人一人が発表する量は、原稿用紙４枚程度、 

１６００字を超え、全員がこの内容を覚えます。それだけでも大変 

なことですが、どのようにしたら伝わるか工夫も見られ、そこには 

一生懸命練習したであろう姿が見られました。 

 緊張しながらも懸命に発表する姿は、とても感動します。毎年、 

地域のたくさんの方々に聞いていただくことが励みになっているようで 

す。この中から、社会を明るくする協議会弁論大会（７月７日）と少年 

の主張弁論大会（７月１３日）へ２名が代表として出場します。 

                   

「ふれあい給食」みんなで食べるとおいしい！ 

 保護者や日頃お世話になっている地域の方々を招待して 

一緒に給食を食べました。ランチルームがいっぱいになる 

ほど集まっていただきました。みんなで楽しく会話しなが 

らいただく給食は、おいしいものです。この日のメニュー 

は「ラーメン」。地域の方々にとっては給食にラーメンが 

でることがびっくりのようでした。明るいランチルームで 

のふれあい給食は、地域の方にも好評です。 
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家族の大切さ 過去の自分から抜け出した私 小さな命を救うために 

継続は力なり 

親からの最高のプレゼント 支えられてこそ 

人
生
の
課
題 


